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古万葉集序これは世中にちはやふることなれは神世ちかゝりける きのみかと／＼人／＼のうたをかきあつめて万葉集 となけておほくのよつみてけれとなをわかと いふなのあたらしきにそひてよみ人さへくちすよに えきこえみのかはのたえすゆくすゑの人も まね人てはつせあさくらのみやの天皇の御 宇よりはしめて和銅五年壬子の夏うつきに をさたのおほきみを伊勢の斎宮につかはしける時 にすら子ときこえけるみことのようたまう けるまてこの集にはいれたる
63
（３２丁オ）
此一冊者先年冷泉大納言 為満卿被染筆所也 　　　　　　　　　　　　　　　
良恕
